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Ｎｉｘｉｅ Ｇｅｉｇｅｒ ＳＩ－１Ｇ 説明書 
２０１２年１０月１８日  Ｖ１．０１  

 
この機器はニキシー表示管を使った 時計とγ線放射線量計の ２つの機能を持った物です。 

放射線量計の使用目的として 平常時の線量を常に測定して把握した後、 

その値から大きく外れた異常値を知る事を目的として作られています。 

その為 較正を行っていませんので 絶対的な計測値の信頼性はありません。 

（しかし、桁違いと言うほどは違っていない筈です） 

電源としては 外部のＡＣアダプターから１２Ｖを入力します。 

ケースを開けた時、基板上には高圧（約４００Ｖと約２００Ｖ）が発生していますので 

注意してください。 

電源を切っても チャージされていますので２～３分は経過してから 

触るようにしてください。 

（もし 触ってもチクッとする程度ですので 怖がらないでください。） 
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１． 動作説明 

１．１． 動作モード 

各動作モードを選択する前に必ず パルスＬＥＤが１回ひかり、 

バージョンが表示されます。 

バージョン表示 

 
 バージョン表示は プログラムがバージョンアップされた時には変化します。 

 写真は「１．００」となっていますが 

プログラムが更新された時には変わります。（出荷時期により変わります） 

 電源ＯＮ時に 赤（基板上左側）と青（基板上右側）の 

両方の押しボタンスイッチが押されていると 特別な表示を行い、 

スイッチが離されると設定値調整モードの最初の項目（４００Ｖ出力用パルス幅モード）に 

移行します。 

 

特別な表示 
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スイッチが押されていなければ 時計、計測モードの時計表示（時分）になります。 

時分表示 

 
 

設定値調整モードには以下のモードが有り、 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチの操作により 順番に設定します。 

４００Ｖ出力用パルス幅モード 

ｃｐｍ－ｕＳｖ／ｈ変換係数スパン調整モード 

ｃｐｍ－ｕＳｖ／ｈ変換係数オフセット調整モード 

パルスＬＥＤ使用／不使用設定モード 

ｃｐｍオーバー判定値調整モード 

ニキシー管チェックモード 

※ｃｐｍ：Ｃｏｕｎｔｓ ｐｅｒ Ｍｉｎｕｔｅ（１分間当りのカウント） 

 



  4/23  

１．２． 各動作モードの説明 

１．２．１．時計、計測モード 

押しボタンスイッチも押さずに 電源スイッチをＯＮした時に 

バージョン表示の後 このモードに入ります。 

時分表示 １８時４０分 

 

月日表示 ６月２４日 

 

年表示 ２０１２年 

 

最初は 時分の表示で 

  赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く（０．５秒以下）押すごとに 

  月日 年 の順番で表示が変わります。 年の次は 時分に戻ります。 
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  ｃｐｍの値がｃｐｍオーバー判定値を超えると時分表示の１秒ごとの点滅が、 

普通は消えている小数点が １秒点滅の小数点と逆位相で点滅します。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く（２秒以下）押すと 

  時計の設定を行います。 

  年、月、日、時、分の順番に 赤（基板上左側）と青（基板上右側）の 

２つの押しボタンスイッチを使って 現在時刻を合わせます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く（０．５秒以下）押すと 

  放射線量（ｕＳｖ／ｈ）、ｃｐｍ、時計ＩＣ上温度（℃） の順番で表示が変わります。 

放射線量 ０．０５ｕＳｖ／ｈ 

 
６ｃｐｍ 

 

２８．７５℃ 

 

以後 「押しボタンスイッチを長く押す」は約２秒以上（２回以上の点滅） 

   「押しボタンスイッチを短く押す」は約０．５秒以下と します 
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 １．２．１．１、時刻設定 

   時刻設定中は パルスＬＥＤが点灯します。 

 年設定 

右側２桁点滅（１２） 

 

    年の下２桁を設定します。（点滅している右側２桁の所） 

    青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が＋１されます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを押し続けると 連続して＋１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が－１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと 現在の値が設定され 

    月設定に移行します。 
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 月設定 

左側２桁点滅（０６） 

 

    月の２桁を設定します。（点滅している左側２桁の所） 

    青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が＋１されます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを押し続けると 連続して＋１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が－１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと 現在の値が設定され 

    日設定に移行します。 
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 日設定 

右側２桁点滅（２４） 

 
    日の２桁を設定します。（点滅している右側２桁の所） 

    青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が＋１されます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを押し続けると 連続して＋１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が－１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと 現在の値が設定され 

    時設定に移行します。 
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 時設定 

左側２桁点滅（２１） 

 

    時の２桁を設定します。（点滅している左側２桁の所） 

    青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が＋１されます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを押し続けると 連続して＋１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が－１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと 現在の値が設定され 

    分設定に移行します。 
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 分設定 

右側２桁点滅（４９） 

 

    分の２桁を設定します。（点滅している右側２桁の所） 

    青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が＋１されます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを押し続けると 連続して＋１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が－１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと 現在の値が設定され 

    時刻設定を終了し、時分表示にします。 

    分を設定する時は 秒も００秒として設定しますので 設定のタイミング 

    赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押して 離すタイミングを 

    ００秒の時に合わせてください。 

 

※以上の時計、計測モードで 

  月日表示、年表示、放射線量表示、ｃｐｍ表示、時計ＩＣ上温度表示、および時刻設定中に 

  ２０秒以上スイッチ操作を行わなかった時は 自動的に時分表示に戻ります。 
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１．２．２、設定値調整モード 

１．２．２．１．４００Ｖ出力用パルス幅モード 

出力パルス幅 ３３ｕＳ 

 

    ４００Ｖ出力用パルス幅を設定します。 

    ｕＳ単位のパルス幅を設定します。 

    例 ３１――＞３１ｕＳのパルス幅 

 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が＋１されます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを長く押すと 現在の値が設定されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が－１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと 

    ｃｐｍ－ｕＳｖ／ｈ変換係数スパン調整モードに移行します。 

 

※ この画面では ４００Ｖを測る為の電圧計を４００Ｖ端子に接続して 

   電圧を測りながら行ってください。 

   なお、使用する電圧計の入力インピーダンスによっては 

   電圧計を外した時に 電圧が上がりますので注意してください。 

   上がりを無視できる入力インピーダンスは１０ＧΩ以上です。 

 例 １ＧΩの入力インピーダンスですと 外した時２０Ｖぐらい上がります。 
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１．２．２．２．ｃｐｍ－ｕＳｖ／ｈ変換係数スパン調整モード 

スパン １００．０ 

 

    １ｕＳｖ／ｈの時のｃｐｍの値を設定します。 

ｃｐｍの値からｕＳｖ／ｈ（マイクロシーベルト／時）の値に変換する時の 

係数（スパン）を調整（設定）するモードです。 

換算式は 「ｕＳｖ／ｈ＝（ｃｐｍ／スパン）－オフセット」です。 

 

    例 ９８．０――＞９８ｃｐｍの時 １ｕＳｖ／ｈになる 

 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が＋１されます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを長く押すと 現在の値が設定されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が－１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと 

    ｃｐｍ－ｕＳｖ／ｈ変換係数オフセット調整モードに移行します。 
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１．２．２．３．ｃｐｍ－ｕＳｖ／ｈ変換係数オフセット調整モード 

オフセット ５ 

 

ｃｐｍの値からｕＳｖ／ｈ（マイクロシーベルト／時）の値に変換する時の 

係数（０．０１ｕＳｖ／ｈ単位のオフセット）を調整（設定）するモードです。 

換算式は 「ｕＳｖ／ｈ＝（ｃｐｍ／スパン）－オフセット」です。 

 

    例  ５――＞０．０５ｕＳｖ／ｈを引く 

 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が＋１されます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを長く押すと 現在の値が設定されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が－１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと 

    パルスＬＥＤ使用／不使用設定モードに移行します。 
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１．２．２．４．パルスＬＥＤ使用／不使用設定モード 

パルスＬＥＤ 使用 

 

    パルスＬＥＤ使用／不使用を設定するモードで 

    ０は不使用、１は使用です。 

    不使用にすると ガイガーミュラー管からのパルスが来ても 

    パルスＬＥＤは光りません。 

    （カウントは行います） 

 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が＋１されます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを長く押すと 現在の値が設定されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が－１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと 

    ｃｐｍオーバー判定値調整モードに移行します。 

 



  15/23  

 

１．２．２．５．ｃｐｍオーバー判定値調整モード 

ｃｐｍオーバー判定値 ４０ 

 

上記 写真は違う 

ｃｐｍの値が異常に大きいかをチェックする値を調整（設定）するモードです。 

 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が＋１されます。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを長く押すと 現在の値が設定されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと 値が－１されます。 

赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと 

    ニキシー管チェックモードに移行します。 
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１．２．２．６．ニキシー管チェックモード 

左から１番目 

 

    ニキシー管をチェックするモードで 

    最初は 左から１番目のニキシー管を０～９まで エンドレスで表示します。 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 

    次は 左から２番目のニキシー管を０～９まで エンドレスで表示します。 

左から２番目 

 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 

    次は 左から３番目のニキシー管を０～９まで エンドレスで表示します。 
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左から３番目 

 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 

    次は 左から４番目のニキシー管を０～９まで エンドレスで表示します。 

左から４番目 

 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 

    各桁の小数点を左から１番目→２番目→３番目→４番目→１番目 と 

    エンドレスで表示します。 
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小数点 

 

青（基板上右側）押しボタンスイッチを短く押すと 

    また 最初に戻り 左から１番目の０～９の表示を繰り返します。 

 

    それぞれの表示の途中で 赤（基板上左側）押しボタンスイッチを長く押すと  

    このニキシー管チェックモードを終了し、 

「１．２．２．１．４００Ｖ出力用パルス幅モード」から繰り返します。 
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２． コネクタ、スイッチの説明 

 

 
 電源スイッチは この機器を使う時にＯＮします。 

  ＯＮにするとパルスＬＥＤが一度点灯します。 

 押しボタンスイッチは 各モードにより使い方が違いますが 

 時計、計測モードの時は 表示を変更する時に使います。 
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 設定処理の時は 

 青（基板上右側）押しボタンスイッチは主に短く押して値を変更する時に使い、 

  赤（基板上左側）押しボタンスイッチを短く押すと値の変更で、 

長く押して 調整後の決定に使います。 

 パルスＬＥＤ 

  パルスＬＥＤ使用の設定時はパルスが入り カウントをした時にこのＬＥＤが点灯します。 

外部電源コネクタ 

 

外部電源コネクタは基本的には指定の外部電源を接続してください。 

 電圧は１２Ｖの指定の物を使ってください。 

電源コネクタは「内径２．１ｍｍ、外形５．５ｍｍ」を使用します。 

内側がプラスで、外側がマイナスです。 
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クーリングファンスイッチ 

 

 温度が高くなった時は クーリングファンスイッチをＯＮにして 

 内部の空気を吐き出してください。
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３．注意事項 

３．１．操作時の注意 

  基板を触る時は高圧（約４００Ｖと約２００Ｖ）が発生していますので注意してください。 

電源を切っても チャージされていますので２～３分は経過してから 

触るようにしてください。 

（触ってもチクッとする程度ですので 怖がらないでください。） 

 

３．２．使用上の注意 

  ①この機器の放射線量計機能は 正確な値を求めるための物ではありません。 

    値は簡易的な目安としての使用してください。 

  ②物理的な衝撃には弱いので 取り扱いには注意してください。 

   内部のガイガーミュラー管、ニキシー管はガラス管ですので注意してください。 

衝撃が加わりますと 壊れないまでも時計バックアップ用の電池が 

外れたりする事が有ります。 

見た目は電池ボックスに入っていても 電気的に接触していないことが有ります。 

落としたり、ぶつけた後 時計が狂っている時は電池を確認してください。 

  ③低温、高温状態での使用はやめてください。 

   人間が通常の作業が出来る環境（目安として５℃～３５℃）と考えてください。 

   直射日光などは当たらないようにしてください。 

   直射日光でなくても 屋外ではニキシー管表示がよく見えないので 

   室内の外からの光が当たらない所で使ってください。 

   暗い所の方が見易いです。 

  ④水の中、結露、水の当たる環境では使用しないでください。 

⑤使用中 おかしいと感じた場合は 何に限らず 直ぐ電源を切ってください。 

その後、連絡を下さい。 

（状況をなるべく詳しく教えてください） 
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 参考１ この器械で計った線量値としては 

現在 私の周辺では 

 平均値で 約０．１０～約０．２０ ｕＳｖ／ｈ程度です。 

 排水溝、水溜りなどこれ以上の場所も有るようですが、 

 通常 暮らしている所はこの程度のようです。 

 鉄筋コンクリートの建物の中、地下街など、γ線が遮蔽される所では 

 これより 小さな値になると思われます。 

 参考２ この器械で計ると、自治体の発表値より 値が少し多めに出るようです。 

      （０．０３～０．０８ｕＳｖ／ｈ程度多くなる様です） 

     

 参考３ ガイガーミュラー管（ＳＩ－１Ｇ）を使う為 １分間の測定値にバラツキが 

有ります。 

０．１０ｕＳｖ／ｈの 次の１分間が０．２０ｕＳｖ／ｈという時も 

有ります。 

 電源ＯＮ後 １６分以上経過してからの平均値を使ってください。 

 

 参考４ 時計用バックアップ電池は この機器を使わずに放置した時で 

 計算上約１年１０ヶ月持つ筈です。 

     交換する時は ＣＲ１２２０を使ってください。 

 


